
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成２１年５月７日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：表現論 
科研費の分科・細目：数学・代数学 
キーワード：対称空間，表現論，簡約群，有限体，p-進体 
 
 
１．研究計画の概要 
 本研究課題の目的は，有限体や p-進体の上
の対称空間の表現論に，通常の簡約群の表現
論と同様な枠組みをあたえること，そしてそ
れを対称空間の調和解析に（数論への応用も
見込んで）応用することにある． 
 その内容は，簡約群の尖点的表現の類似で
ある相対尖点的表現の重要性が，部分表現定
理などを通じて重要な役割を果たすことが
わかってきたことを鑑み，相対尖点的表現を
中心にその構造を考察することにある． 
 特に有限体上の簡約群に付随する対称空
間について，古典的なハリシュチャンドラ流
の表現の分類が成立することを調べる．更に
は各種の例を精査することにより，リー群の
場合と同じように，相対尖点的表現の存在条
件と，分裂極大トーラスとの関連を確立させ
ることが大きな目標の一つになる． 
 
２．研究の進捗状況 
 簡約群の対合シグマに関して対称空間を
考える．われわれは p-進体上の場合に，任意
の対称空間の既約表現（つまり ディスティ
ンギッシュトな既約表現）に対してシグマ分
裂な放物型部分群とそのレビ部分群の相対
尖点的既約表現の組で，元の表現が放物型部
分群からの誘導に含まれるようなものが取
れる，という部分表現定理を，ジャッケによ
る群の場合の拡張として一般の形で確立・発
表した．また，表現が自乗可積分になるかど
うかがジャッケ加群のエクスポーネントを
見ることでわかるというキャッセルマンの
判定法を，対称空間上の表現の場合に自然な
形で拡張した．いずれもジャッケ加群（定数

項）の理論や対称空間の構造論，特に分解定
理を巧みに用いることにより得られるもの
である． 
 一方有限体上の対称空間の表現に対して
もいくつかの知見を得た．まず坂内・川中・
ソンによる予想を満たす表現の系列の存在
をある種の仮定の下で示すことに成功した．
つまり実リー群の場合と同様に，有限体上の
シグマ分裂極大トーラスの非特異な一次指
標に対して既約ディスティンギッシュト表
現が定まり，その次数が通常の群の場合のマ
クドナルド予想に類似した形で与えられる
というものである．さらにはトーラスが有限
体上ミニソトロピックであるとき，得られた
表現が相対尖点的表現（と呼ぶべきもの）に
なる．この表現の構成にはルスティック誘導
関手を用いる．その意味でここで得られた表
現はドリーニュ・ルスティック表現の対称空
間上の類似物と見なすことが出来る．
     
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
（理由）p 進体の場合に，相対尖点的表現を
調べたのみならず，自乗可積分表現について
も特徴付けを与えることが出来たので，対称
空間の調和解析への応用の道が大きく広が
った．また有限体の場合も目標とする表現の
形をはっきり捉えることができるようにな
った． 
 
４．今後の研究の推進方策 
対称空間の既約表現（の同型類）全体の集合
の，ハリシュチャンドラ型の分割，ならびに
ラングランズ分類の類似を研究する．つまり
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（１）シグマ-分裂な放物型部分群のレビ部
分群，およびそれに付随する対称空間の既約
相対尖点的表現の対から定まる（放物型部分
群からの）誘導表現に同時に既約成分として
含まれるような対称空間の既約表現たちを，
同じ同値類に属するものと見なして対称空
間の既約表現を分類する． 
（２）ある種の誘導表現の既約商として対称
空間の既約表現を記述する．この際，有限体
の場合に考察した，表現とトーラスとの関係
などが本質的な役割を果たすものと思われ
る．そのために特にシグマ分裂トーラス，シ
グマ分裂放物型部分群の構造論の研究を併
せ行う． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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